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国語

反復練習により漢字の定着は図れたが、より計画的な
学習が望まれる。文章の型を示すことで、事実と考え
を分けて捉える力は向上した。叙述を詳しく読み取る
力はついてきたが、主語・述語の確認や語彙を増やす
活動に課題が残った。

自主的な復習は推進できているものの、文章を書く力
には個人差が大きい。特に、主語と述語を正しく使っ
て文章を構成することや、既習漢字の活用が課題であ
る。また、文章全体の構成を捉え、要旨を理解するこ
とも苦手である。

漢字定着のため小テストに目標を設け、間違えた問題
は再テストで確実に習得させる。国語以外の時間でも
既習漢字の使用を指導する。説明文などでは文章構成
を意識させ、モデルとなる学習体験を通して自己効力
感を高め、主体的な学びにつなげる。

算数

ICTの活用は児童の興味関心を高め、理解の助けと
なった。計算ドリルは計算力向上につながったが、
個々の課題設定については検証が必要である。自主学
習ノートの取り組みには個人差が大きく、学習内容と
の関連付けを引き続き指導していく。

習熟度別指導やICTの活用は、児童に肯定的に受け入
れられている。しかし、問題文の意味を正確に理解で
きない、多様な考え方を見付けられないという課題が
ある。特に小数やあまりのあるわり算では計算力の差
が顕著で、理解したつもりでも解けない児童がいる。

児童同士が考えを交流する対話的な学びの時間を確保
する。計算機なども活用し、学習意欲を高める。プロ
ジェクターで図形やグラフを大きく提示し、特徴を捉
えやすくする。繰り返し問題を解く習熟の時間を十分
に確保し、知識の定着を図る。

社会

地図やグラフなど多様な資料の活用により、資料の読
み取りには慣れてきた。しかし、基本的な地図の知識
や教科書の語句を正しく読み取る力は、繰り返し指導
する必要がある。授業内での理解が知識として定着す
るには至っていない点が見られた。

調べ学習や地域学習には意欲的だが、単元を通して学
習意欲を維持することが難しい。複数の資料を比較・
検討して自分の考えをまとめることに課題がある。ま
た、調べた内容を自分事として捉え、多角的に活用す
るところまで至らないことが多い。

単元の導入で生まれた疑問を視覚化し、学習のめあて
と結び付け意欲を持続させる。ワークシートを工夫
し、資料から読み取れることを基に、自分の言葉で考
えをまとめる活動を取り入れる。これにより、思考力
や表現力を育成する。

理科

実験には意欲的に取り組むことができた。生活経験と
結び付けて考察する力はついたが、実験結果の考察を
テストの記述問題につなげられていない。異なる場面
を想定した応用問題に取り組ませるなど、知識の活用
に課題が残った。

単元ごとの基礎知識の習得率に差が見られる。実験結
果から必要な情報を取り出し、比較・関連付けて読み
取る力は身についてきた。しかし、その結果から結論
を導き出す考察や推論を行うことに大きな課題があ
る。

予想、実験、考察という思考の流れを意識できるよ
う、ノート指導やワークシートを工夫する。児童が主
体的に問題解決できるよう、観察・思考・対話の時間
を十分に確保する。得た情報を整理し、自分の言葉で
表現する力の育成を目指す。

音楽

曲を繰り返し聴くことで、音楽への理解が深まった。
テストの際に技能を高めるための視点を示したこと
で、児童が互いに演奏を確認し合いながら練習に取り
組むことができた。鑑賞能力と技能の向上に一定の成
果が見られた。

歌唱や合奏では表現を工夫する力が付いてきている。
しかし、器楽において演奏方法の工夫が音色にどう影
響するかという理解が不十分である。また、既習の知
識や技能を新しい学習場面で活用することにも課題が
見られる。

様々な演奏方法を実際に試し、音色の違いを体験的に
理解できる活動を設ける。これまでに習得した知識や
技能を繰り返し試す場面を設定し、協働学習を取り入
れることで、知識の活用力と応用力を高めていく。

家庭科

実生活との関連を意識した授業により、家庭で実践す
る児童が増えた。ペアやグループでの協働学習や動画
教材の活用は、裁縫などの実習に効果的であった。児
童が互いに助け合いながら、主体的に技能を習得する
姿が見られた。

実践的な学習には意欲的に取り組む。しかし、家庭で
身の回りのことをやってもらうことに慣れており、家
族の一員として自分にできることをしようという当事
者意識が低い傾向にある。感謝の気持ちをもち、自ら
行動する意欲を育てていく必要がある。

家庭での自分の役割を考えさせる課題を設定し、主体
的な学習を促す。裁縫など技能差が出やすい学習で
は、ペアワークやICTを効果的に活用し、個々の学習
を支援する。家庭での実践を推奨し、その喜びを共有
する機会を設ける。

図画工作

初めて使う用具や材料にも積極的に関わることができ
た。一方で、基本的な知識や技能を応用して、自分な
りに工夫を深めていくことには課題が見られた。児童
の創造性を引き出すための、参考作品などの例示教材
の充実が必要である。

落ち着いて活動できる児童が増えた一方、説明の未把
握などを理由に課題に集中できない児童もいる。新し
い用具や材料には意欲的に取り組むが、そこから技能
を深め、表現を工夫していく段階でつまずきが見られ
る。

引き続き安全指導を徹底し、安心して活動できる環境
を整える。個人での制作活動と、グループで作品を鑑
賞し合う活動を適切に組み合わせ、多様な発想に触れ
る機会を作る。参考作品や技法の使用例を豊富に準備
し、児童の学習意欲を高める。

生活

体育

学習カードの活用や振り返りから新たな目標をもつこ
とで、粘り強く運動に取り組む姿勢が育った。ICT機
器の活用も運動技能のポイントを意識させるうえで有
効だった。場の工夫で運動時間は確保できたが、友達
との関わり方には継続的な指導が必要である。

自己の課題解決に向けた学習に取り組んでいるが、そ
の意欲や課題設定の明確さには個人差が大きい。準備
に時間がかかり運動量が不足しがちな点や、運動の習
慣化が二極化している点も課題として挙げられる。

準備の効率化で運動量を確保する。学習用タブレット
端末を活用し、児童同士で動きを確認し課題を見付け
られるようにする。学習カードや映像で個々の状況を
把握し、的確な助言を行う。運動の楽しさを味わわ
せ、日常的な運動習慣につなげる。

外国語

絵カードやALTとのやり取りなど、具体的な活動を通
して児童の理解を促すことができた。また、児童同士
で交流する時間を設定したことで、学び合いによる理
解の深化が見られた。コミュニケーションへの意欲を
高めることにつながった。

デジタル教材などを活用し、楽しく学習に取り組んで
いる。しかし、アルファベットを四線に正しく書くこ
とや、既習の表現を活用することに課題がある。ま
た、児童が外国語を「話す必要性」を感じられる場面
が少ない。

アルファベットや単語を丁寧に書く機会を計画的に設
ける。児童同士や教員との対話の機会を多く設定し、
外国語で話すことの必要性や必然性を感じられるよう
な、目的意識をもったコミュニケーション活動を重視
する。

道徳

道徳的価値を日常生活の指導に生かすことができた。
個人で思考する時間と、友達と交流する時間を確保す
ることで、多様な考えに触れ、多角的に物事を捉える
経験を積ませることができ、内面を深める授業展開に
つながった。

登場人物の心情を読み取ることはできるが、道徳的価
値を日常生活で実践しようとする意識は低い。物事を
一面的な視点で捉えがちで、他者の意見を聞いて自分
の考えを深める力にも個人差がある。発表する児童が
固定化する傾向もある。

道徳の学びを他教科や特別活動でも実践する機会を設
け、道徳的実践力を養う。ペアやグループでの対話を
通して、考えを共有し深める時間を設定する。教材の
葛藤場面などを効果的に発問し、多面的・多角的なも
のの見方を促す。

鷹南学園三鷹市立中原小学校　令和７年度　【５年生】　授業改善推進プラン


